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育み学び誰もが成長するまちへ基本目標１

１－３ 生涯にわたる学びと人のつながりを大切にする

１ 生涯学習

現状と課題

生涯学習は、人々の知的欲求を満たし、生活の改善や自己実現、さらには人間としての成長につながるもので
す。
高齢化が進展する中で人生を豊かに生きるためには、生涯にわたって学習し、学んだ知識を地域や社会の課題
解決のために活かすことが期待されます。
これまで市では、公民館や図書館、郷土博物館などの施設整備をはじめ、多様な学習ニーズやライフステージ
に応じた学習機会の提供を行うとともに、学習成果を地域で活かせる取り組みを行ってきました。
今後も市民一人ひとりが、必要なときに必要な知識が得られるよう学習機会の拡充を図るとともに、市民の学
習活動につながる情報提供や学習相談体制の充実を図る必要があります。
また、高齢化の進展や地域における人間関係の希薄化が進む中、学び合いや交流を通して市民が地域の中でつ
ながりを持つ重要性はさらに高まるものと考えられることから、学びを通して人と人がつながる環境や団体相互
が交流・連携できる環境を充実することが求められています。
さらに、市民一人ひとりが学んだことを地域の中で実践していくことで、地域の課題解決や持続的な発展につな
がることから、生涯学習を行う多様な主体と連携・協力しながら、学びの成果を活かせる場の充実や、学びと実践
をつなぐ人材を育成する必要があります。

中央図書館
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育み学び誰もが成長するまちへ基本目標１

施策の展開内容

（１）市民一人ひとりが学ぶ機会の充実　　　　　　　　　
多様な学習ニーズに対応するため、ライフステージやライフスタイルに応じた学習機会の提供や誰もが学

習しやすい環境の充実、さらには、現代的・地域課題に対応した学習内容などの充実を図ります。
誰もが学習情報を入手できるよう、ＩＣＴ※や広報紙など、適切な手段による情報発信を行うとともに、情報
の質の向上など、効果的な情報提供に取り組みます。
子育て世代が親子で読書に親しみ、子どもたちが主体的に学ぶ場として、子ども図書館を整備します。

（２）市民がつながり交流する機会の充実　　　　
市民が学びを通して交流し、地域の中で市民同士がつながりを持てる環境の充実を図ります。
図書館では、個人の調査研究や学習を目的とした施設利用とともに、市民が交流し学び合うことを通して

新たな知識を創造できる場としての充実を図ります。
公民館では、市民の主体的な講座などの企画・運営を促進するとともに、主催事業におけるワークショップ

などのグループ学習を通して、交流機会の充実を図ります。
団体が継続的に活動できるよう、情報発信の支援や研修機会の提供に取り組みます。また、団体の活動が

内部活動に留まることなく、活動を通して地域と関わりを持てるきっかけとなるよう、団体間が交流できる場
や機会を提供します。

（３）学びによる豊かな地域づくりの推進　　　　　　　
市民の学びが豊かな地域づくりにつながるよう、介護サービス事業所や子育て支援施設などの関係機関

や、自治会などの地域活動団体と連携しながら、市民が身に付けた知識や技能、経験を活かせる場の充実を
図ります。
学びの成果が実践に活かせるよう、学びと実践をつなぐ人材の計画的・継続的な育成に取り組むとともに、

人材が活躍できる仕組みの充実を図ります。
さらに、保護者、地域住民との協力により、子どもを育み、学びを支援する体制づくりを進めるとともに、大
学や民間事業者などとの協力により、地域を支える学習機会の充実を図ります。
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育み学び誰もが成長するまちへ基本目標１

２ 文化

現状と課題

文化は、市民一人ひとりの心の豊かさや創造性を育み、人々や地域のつながりを強めるとともに、教育や観光、
国際交流など社会のあらゆる分野と関わり、まちや人々の暮らしにうるおいと活力を与えるものです。
本市では日々の暮らしや様々な活動の中で、多くの文化芸術、市民文化、都市文化が形づくられており、こうし

た中、市では地域に根差した文化の更なる振興・活用を目指し、平成30年度（2018年度）に「浦安市文化政策基本
方針」を策定しました。
今後も、地域の文化を後世に伝えるとともに、市民一人ひとりが文化の創造や文化を通した交流を促進するこ

とにより、市民のまちへの愛着とまちの魅力を高めることが重要です。
歴史と伝統文化は、まちの魅力と市民の郷土愛を育む重要な要素の一つであり、今後のまちづくりに向けた源
泉となるものです。引き続き、郷土の歴史や伝統文化に触れる機会の提供や文化財の調査・保護、伝統芸能や技
能の継承を図る必要があります。また、公有水面埋立事業※以降に培われてきた情報や資源についても収集・整
理・保存するとともに、市民が触れる機会を提供する必要があります。
文化会館や市民プラザ、音楽ホールなどにおいては、文化芸術を鑑賞・体験・創造・発表できる機会の充実に取

り組んでおり、サークルなどの団体をはじめとする、市民の文化芸術活動も活発に行われています。これからも、
誰もが生涯を通して、より身近に文化芸術に触れられるよう、様々な文化芸術の公演、展示などへの支援を行うと
ともに、文化芸術活動への参加機会の充実や地域における文化芸術活動の振興を図る必要があります。
それら文化芸術は、人々のつながりや相互理解をもたらし、多様性を受け入れることができる心豊かな社会の
形成や、質の高い経済活動の実現に重要な役割を持つものです。
このような役割を持つ本市が培ってきた様々な文化を、今後、地域コミュニティをはじめ、観光やまちづくり、国
際交流、福祉、教育、産業などの分野に活用しながら、市民文化と都市文化の更なる醸成を図る必要があります。

演奏会
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育み学び誰もが成長するまちへ基本目標１

施策の展開内容

（１）歴史・伝統文化の保存・継承　　　　　　　　　　
市民がまちの歴史と伝統文化への理解を深め、郷土愛を高められるよう、郷土博物館において、公有水面

埋立事業※以降、本市が発展してきた経緯を含め、まちの歴史や伝統文化に触れる機会を充実するとともに、
郷土資料の収集・調査研究や、文化財の調査・保護に取り組みます。
また、伝統芸能・技能を学び、体験する機会の提供を通して、伝統芸能・技能を伝えられる人材の育成や活
用などを進め、歴史と伝統文化を保存・継承します。

（２）市民が文化芸術に触れる機会の充実　　　　　　　　　　
幼児から高齢者まで幅広い世代の方や障がいのある方、在住外国人など、誰もが文化芸術に触れ、実践で

きる環境の整備に取り組みます。
市民が文化芸術により高い関心を持つことができるよう、市内で実施されている文化芸術に関する情報提

供の充実を図るとともに、本市を舞台にアーティストが自己表現や創作発表を行い、市民が気軽に文化芸術
に触れる機会となる「浦安ビエンナーレ※公募展」などの開催に向け取り組みます。
市民の自主的・自発的な文化芸術活動を支援するため、文化芸術を鑑賞・体験・創造・発表できる機会の提

供に取り組むとともに、青少年が文化芸術活動を体験・参加しやすい環境づくりを進めます。
文化会館や市民プラザ、音楽ホールにおいて、文化芸術に触れられる事業に取り組むとともに、公共の場で

市民が気軽に文化芸術に触れる機会と自己表現の場を引き続き提供します。

（３）多様な主体による文化を活かした取り組みの推進　　　　　
人と人とのつながりや地域コミュニティを醸成するため、市・市民・団体・事業者・関係機関など多様な主体

による文化活動を通して、豊かな文化を育んでいきます。
これまで受け継がれてきた歴史や伝統芸能・技能、三方を水に囲まれた環境や地域資源を活かしながら、観
光、経済、福祉、地域振興などの様々な分野において、文化を幅広く活用します。
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育み学び誰もが成長するまちへ基本目標１

３ スポーツ

現状と課題

近年、健康への関心の高まりやライフスタイルの多様化、急速な高齢化の進展などにより、生涯スポーツの重
要性が高まっています。
市では平成22年度（2010年度）に、日頃からスポーツを楽しみ、豊かなスポーツを通して、市民一人ひとりが生
涯にわたって心身ともに明るく健康であることを願い「生涯スポーツ健康都市」を宣言し、市民が身近なところで
自分に合ったスポーツを生涯にわたり楽しめるよう、継続的な活動の普及と意識の向上に努めてきました。
また、各種スポーツ団体やトップスポーツの競技団体と連携・協力し、より多くの市民にスポーツへの関心を喚
起する場を創出してきました。さらに競技スポーツの普及や競技力の向上を図るため、地域のスポーツを支える
人材の育成や、選手強化の支援などに取り組んできました。
今後も、すべての市民が自らの目的に向けてスポーツに取り組むことができるよう、多様なニーズに応じたス

ポーツの機会や情報を提供するとともに、トップスポーツチームとの連携などを通してスポーツへの関心を喚起し
普及していくことや、市民の競技力の向上に取り組んでいく必要があります。
また、多様な競技種目の増加によるスポーツ施設の利用需要の増加に対応するとともに、誰もがスポーツに取

り組むことができるよう、スポーツ施設の環境改善に取り組むとともに、市民が身近にスポーツに取り組めるよう
学校や地域と連携し、学校施設や公園を効果的に活用する必要があります。

�

陸上教室
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育み学び誰もが成長するまちへ基本目標１

施策の展開内容

（１）多様なニーズに対応したスポーツ機会の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
東京ベイ浦安シティマラソン、浦安スポーツフェアなどのスポーツイベントの開催を通して、ライフスタイ

ルやライフステージごとの市民ニーズに応じたスポーツに取り組む機会の充実を図るとともに、健康づくり
や介護予防にもつながるよう、様々なスポーツの普及に取り組みます。また、これまでにない新たなニーズに
対応したスポーツに対する支援に取り組みます。
誰もがスポーツに親しみ、楽しむことができるインクルーシブスポーツ※の視点を持った取り組みを推進し

ます。
スポーツ関係団体の育成と活動を支援し、健康増進や競技スポーツに取り組む市民を増やします。
市民のスポーツに取り組む機運醸成を図るため、国際大会や全国大会などで活躍する選手に対して競技活

動の支援に取り組みます。
　

（２）誰もがスポーツを楽しめる施設の充実　　　　　　　
多様なスポーツニーズに対応したスポーツの機会の充実を図るため、運動公園に集積する様々なスポーツ

施設を含めた市内のスポーツ施設について再配置を検討します。
市民の誰もが気軽にスポーツを楽しむことができるよう、スポーツ施設のバリアフリー化などの環境整備

を推進します。
スポーツ施設の機能の維持・向上を図るため、老朽化の度合いに応じた改修・修繕や設備機器の更新を計
画的に推進するとともに、より効果的で効率的な維持管理・運営に取り組みます。
より多くの市民が身近な場所で、気軽にスポーツを楽しむことできるよう、既存のスポーツ施設の利用時間
の拡大や、市内の小・中学校や大学などと連携し、体育施設の有効活用を図ります。
市民が生活に身近な場所でスポーツを楽しむことができるよう、公園や海岸・河川などの水辺空間を活用

するとともに、多様化に対応していくため、今後必要となるスポーツ施設について調査・検討に取り組みます。

（３）スポーツへの関心を喚起する取り組みの推進　　
市民のスポーツに対する関心を喚起するため、本市を拠点として活動するトップスポーツチームと連携し、

市民がトップレベルのスポーツに触れられる機会を提供するとともに、スタジアムなど運動公園におけるス
ポーツ施設のあり方について民間事業者やスポーツ関係団体を含めて検討します。
市内のスポーツ施設で実施される様々なイベントや教室などの情報について、速やかで効果的な提供を図

ります。
スポーツ指導者やボランティアの育成とともに、地域ニーズに合った活躍の場の提供に取り組みます。
身近な地域で様々な世代の人が、それぞれの志向やレベルにあわせてスポーツに親しめるよう、スポーツ

関係団体と連携しながら、総合型地域スポーツクラブ※の充実に取り組みます。
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